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概数調査のお願い 
 

 

会場確保の関係から受験予定者数（概数）をお知らせください。 

 

下のＱＲコードを読み取り、フォームに入力してください。 

 

入力したメールアドレスに回答内容のコピーを送信しますのでご確認ください。 

※「迷惑メール」等フォルダに振り分けられる場合があります。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

https://forms.gle/zTkepgN6LjRS7SgA8 



100名

次の項目に該当し、本校に推薦入学を希望する生徒は、在籍学校長の推薦を受けて
出願してください。

① 令和 5年 3月中学校等卒業見込みの生徒（過年度卒業生は不可）
② 本校を第一志望とする生徒
③ 心身ともに健康で、学習意欲があり向上心に富む生徒

令和 4年12月14日㈬ 0時 ～ 令和 5年 1月13日㈮ 24時
令和 5年 1月12日㈭ ～ 1月13日㈮　9時から16時まで
ただし、郵送の場合は 1月13日㈮　必着

(1) Web出願【出願者が行う】
本校ホームページよりWeb出願システムにて出願する。
① 令和 4年10月以降に上半身を撮影したのものをWeb出願シス

テムにてアップロードする。
または、タテ 7㎝×ヨコ 5㎝の写真を受験票に貼り付ける。

② 15,000円（Web決済）別途事務手続料がかかります。
③ A4用紙に印刷し、試験当日持参する。（当日提出）
※入学検定料の決済は出願期間内に行ってください。
※入学検定料の決済をもって出願が完了します。
※入学検定料の決済後（数分～数十分後）受験票の印刷ができます。

(2) 書類提出【在籍学校長が行う】
在籍学校長は次の関係書類を期日までに提出してください。
① 推薦入学出願者一覧表 （本校所定の様式） 令和 5年 1月13日㈮ 16時まで
② 個人調査書 （本校所定の様式） 令和 5年 1月13日㈮ 16時まで
※郵送の場合は封書の表に「入試関係書類在中」と朱書きしてください。

令和 5年 1月18日㈬ 9時までに来場してください。

個人調査書・面接による総合選抜

帯広大谷高等学校

令和 5年 1月25日㈬ までにWeb出願システムにて通知します。

令和 5年 3月15日㈬ 正午　Web出願システムにて通知します。

令和 5年 1月31日㈫ 24時までに、Web出願システムにて決済してください。

次に該当した場合は、合格（内定）を取り消すことがあります。
① 期日までに手続き（決済）を完了しない場合
② 他校に併願していた場合
③ 合格（内定）通知後、著しく学業が低下、もしくは非行などの生活の乱れが生

じた場合

「学力における特別奨学生」について
(1) 応募資格（以下すべてに該当すること）

① 学業成績が特に優秀で、学習意欲があり、将来性が期待できること
② 学級のリーダー的存在として活躍が期待できること
③ 目的意識を持ち、大学等進学を目指していること
④ 出願時に、学習点がＢランク以上であること

(2) 応募方法
Web出願時に当該欄「応募資格に該当するので希望します」を選択してください。

(3) 採用審査結果通知
Web出願システムにて通知します。

(4) 入学後（在学中）の審査
① 審査結果により、種別の変更・停止の可能性があります。
② 「学力における特別奨学生」は毎年、本校指定の模擬試験を３回以上受験しな

ければなりません。模擬試験の結果を審査に用います。
(5) 在学生の「特別奨学生」新規採用

 入学時に「学力における特別奨学生」として採用されていない生徒についても、
 入学後の学習成果に顕著なものがある場合「学力における特別奨学生」新規採用
 の可能性があります。

個人情報に関する事項について、本校では次のとおり取り扱います。
(1) 利用目的

 Web出願時の入力情報および提出書類については、次の目的にのみ使用します。
入試判定の資料（出願コースなど）に利用するほか、入学手続後に必要な書類
（生徒名簿等）の作成、諸連絡を送付・送信する際に使用します。

(2) 個人情報の変更・削除
 個人情報の変更がある場合は速やかに手続きします。
 なお、本校に入学しないこととなりましたら、速やかに個人情報を削除します。

推薦入学選抜試験受験者が一般入学選抜試験に再出願する場合は、改めてWeb出願シ
ステムにて出願してください。検定料は必要ありません。

授業料等に変更がある場合は、令和 5年 2月末までに発表します。
※不明な点は帯広大谷高等学校にお問い合わせください。

３ 出 願 期 間

４ 出 願 方 法

推 薦 入 学 選 抜 試 験 要 項
１ 募 集 人 員

２ 出 願 資 格

Web 出 願
書 類 提 出

（ 写 真 ）

５ 試 験 期 日

６ 選 抜 方 法

受 験 票

８ 合格内定通知

９ 合 格 発 表

入 学 検 定 料

生 徒 画 像

１５ そ の 他

１２ 特別奨学生募集

１３ 個人情報の取扱

１４ 再出願の取扱

１０ 入学手続締切日
（入学金等決済日）

１１ 合格(内定)取消

７ 試 験 会 場



260名（推薦入学100名を含む）

令和 4年12月14日㈬ 0時 ～ 令和 5年 1月26日㈭ 24時
令和 5年 1月20日㈮ ～ 1月26日㈭  9時から16時まで
ただし、郵送の場合は 1月26日㈭　消印有効

(1) Web出願【出願者が行う】
本校ホームページよりWeb出願システムにて出願する。
① 令和 4年10月以降に上半身を撮影したのものをWeb出願シス

テムにてアップロードする。
または、タテ 7㎝×ヨコ 5㎝の写真を受験票に貼り付ける。

② 15,000円（Web決済）別途事務手続料がかかります。
③ A4用紙に印刷し、試験当日持参する。（当日提出）
※入学検定料の決済は出願期間内に行ってください。
※入学検定料の決済をもって出願が完了します。
※受験票は 2月 1日㈬ 以降印刷ができます。

(2) 書類提出【在籍（出身）学校長が行う】
在籍（出身）学校長は次の関係書類を期日までに提出してください。
① 一般入学出願者一覧表 （本校所定の様式） 令和 5年 1月26日㈭ 16時まで
② 個人調査書 （本校所定の様式） 令和 5年 1月30日㈪ 16時まで
③ 学習成績一覧表 （本校所定の様式） 令和 5年 2月13日㈪ 16時まで
※郵送の場合は封書の表に「入試関係書類在中」と朱書きしてください。

学力試験 令和 5年 2月14日㈫  9時20分（ 8時50分までに来場してください。）
面接試験 令和 5年 2月14日㈫ 13時30分（昼食持参）

　　　　 2月15日㈬  9時20分（ 9時00分までに来場してください。）
　　　　 2月15日㈬ 13時00分（12時40分までに来場してください。）

※面接試験はいずれかの日時を指定し、在籍（出身）学校長を経由して連絡します。
追試験日 令和 5年 2月24日㈮  9時20分（ 8時50分までに来場してください。）

学力試験・個人調査書・面接による総合選抜
学力試験………英語・国語・数学 各50分
面接試験………個人面接

帯広大谷高等学校

令和 5年 3月15日㈬ 正午　Web出願システムにて通知します。

令和 5年 3月22日㈬　24時までにWeb出願システムにて決済してください。

次に該当した場合は、合格を取り消すことがあります。
① 期日までに手続き（決済）を完了しない場合
② 合格通知後、非行などの生活の乱れが生じた場合

「学力における特別奨学生」について
(1) 応募資格（以下すべてに該当すること）

① 学業成績が特に優秀で、学習意欲があり、将来性が期待できること
② 学級のリーダー的存在として活躍が期待できること
③ 目的意識を持ち、大学等進学を目指していること
④ 出願時に、学習点がＢランク以上であること

(2) 応募方法
Web出願時に当該欄「応募資格に該当するので希望します」を選択してください。

(3) 採用審査結果通知
Web出願システムにて通知します。

(4) 入学後（在学中）の審査
① 審査結果により、種別の変更・停止の可能性があります。
② 「学力における特別奨学生」は毎年、本校指定の模擬試験を３回以上受験しな

ければなりません。模擬試験の結果を審査に用います。
(5) 在学生の「特別奨学生」新規採用

 入学時に「学力における特別奨学生」として採用されていない生徒についても、
 入学後の学習成果に顕著なものがある場合「学力における特別奨学生」新規採用
 の可能性があります。

個人情報に関する事項について、本校では次のとおり取り扱います。
(1) 利用目的

 Web出願時の入力情報および提出書類については、次の目的にのみ使用します。
入試判定の資料（出願コースなど）に利用するほか、入学手続後に必要な書類
（生徒名簿等）の作成、諸連絡を送付・送信する際に使用します。

(2) 個人情報の変更・削除
 個人情報の変更がある場合は速やかに手続きします。
 なお、本校に入学しないこととなりましたら、速やかに個人情報を削除します。

推薦入学選抜試験受験者が一般入学選抜試験に再出願する場合は、改めてWeb出願シ
ステムにて出願してください。検定料は必要ありません。

授業料等に変更がある場合は、令和 5年 2月末までに発表します。
※不明な点は帯広大谷高等学校にお問い合わせください。

４ 試 験 期 日

５ 選 抜 方 法

３ 出 願 方 法

受 験 票

一 般 入 学 選 抜 試 験 要 項
１ 募 集 人 員

２ 出 願 期 間 Web 出 願
書 類 提 出

生 徒 画 像

入 学 検 定 料

（ 写 真 ）

６ 試 験 会 場

７ 合 格 発 表

８ 入学手続締切日
（入学金等決済日）

９ 合 格 の 取 消

１３ そ の 他

１０ 特別奨学生募集

１１ 個人情報の取扱

１２ 再出願の取扱
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１ 本校ホームページより個人調査書の様式（Excel形式）がダウンロードできます。

２ 裏面については、印刷する必要はありません。

３ １の欄の「備考」には、外国から帰国した生徒についても、その旨を記入してください。

４ ２の欄は、次により記入してください。

（１）　「評定の欄は、次により記入してください。

ア　第１学年及び第２学年については、生徒指導要録に記載されているものに基づいて記入してくだ

　　さい。

イ　第３学年については、出願の時点における学習状況を踏まえて記入してください。

ウ　「評定の合計」の欄は、次により記入してください。

（ア）㋐の欄には、その学年の各教科の評定の合計を記入してください。

（イ）㋑の欄には、㋐の欄に記入した数を、第１学年及び第２学年についてはそれぞれ２倍した数を、

　　　第３学年については３倍した数を記入してください。

（ウ）㋒の欄には、㋑の欄に記入した数の全学年の総和（最高３１５、最低６３）を記入してください。

エ　「選択教科」の欄には、Ａ、Ｂ、Ｃの３段階で評定を記入し、選択しなかった教科については、

　　斜線を引いてください。

（２）　「第３学年の学習に関する所見」の欄には、第３学年における観点別学習状況の各教科の評価を含め、

　　　　各教科全体を通して見られる特徴などにおいて、特に顕著な事項について記入してください。

（　　　選抜の参考としますので、詳細に記入してください。）

５ ３の欄には、第３学年の総合的な学習の時間における学習活動の内容、並びに出願者がその学習活動を通して

身に付けた力などについての顕著な事項を記入してください。

（　　　選抜の参考としますので、詳細に記入してください。）

６ ４の欄の「欠席の主な理由」の欄は、具体的に記入してください。

（　　　クラブチームでの大会参加等による欠席についても明記してください。）

７ ５の欄には、例えば、特別活動における学級・生徒会の委員経験、学校行事の活動状況などを記入してくださ

い。

８ ６の欄は、第３学年について出願の時点までの状況を踏まえて記入してください。

９ ７の欄には、個人調査書の１から６までの各欄に記載されていない事項、例えば、出願者の特徴・特技、学校

内外における奉仕活動、表彰を受けた行為や活動（文化活動・スポーツ活動等）、出願者の成長に関わる総合

的な所見など、出願者の長所を把握する上で参考となるような事柄や進歩の状況について記入してください。

（　　　特に、「付帯事項」該当者の部活動に関する件については、詳細に記入してください。）

１０ 過年度卒業生については、生徒指導要録に基づいて記入してください。ただし、２の「第３学年の学習に関す

る所見」の欄及び３の欄は、斜線を引いてください。

１１ 欠席日数の多い生徒については、「個人調査書」にできるだけ詳しく記載してください。なお、「個人調査書」

に書ききれない場合、あるいは特別な事情がある生徒（推薦入学希望者は３年間の欠席合計が２１日以上の場

合必ず）について、別紙「副申書」に記入してください。

１２ 受験番号は、本校で記入します。

公立高等学校と異なる部分は、上記、４（２） の注・５の注・６の注・９・９の注・１１・１２となっています。

個人調査書の作成について

注

注

注

注

注

注



※印の欄は記入しないこと。

記入者氏名 帯 広 次 郎

校　長　名

十 勝 三郎 印

日作成年月日 令和 ５ 年 １ 月 １０

　◎出願者の特徴・特技、学校内外における奉仕
　　活動、表彰を受けた行為や活動（文化活動・
　　スポーツ活動等）、出願者の成長にかかわる
　　総合的な所見など、出願者の長所を把握する
　　上で参考になるような事柄を記入してくださ
　　い。

　◎【一般入試の場合】
　　本校で示す選考ラインに達しておらず、付帯
　　事項で部活動の項目に該当する場合は、部に
　　おける活動状況を詳細に記入してください。

外 国 語

第３学年の学習に関する所見

 思いやり・協力

理 科

　◎選抜の参考としますので、詳細に記入してくだ
さい。

 勤労・奉仕 ○
美 術  責任感 ○

　◎選抜の参考としますので、詳細に記入してくだ
さい。

Ａ

技術・家庭

 健康・体力の向上  生命尊重・自然愛護

 基本的な生活習慣 ○

 自主・自律

Ａ Ｂ
 公共心・公徳心 創意工夫

 公正・公平 ○

音 楽

保 健 体 育

　◎特別活動：学級・生徒会の委員
　　　　　　　学校行事の活動状況等㋒ ２４６

５
　
特
別
活
動
の
記
録

第
１
学
年

　◎特別活動：学級・生徒会の委員
　　　　　　　学校行事の活動状況等音 楽

選
　
択
　
教
　
科

国 語

社 会

数 学

㋑ ６８ ７０ １０８評定の合計

㋐ ３４ ３５

第
３
学
年

第
２
学
年

　◎特別活動：学級・生徒会の委員
　　　　　　　学校行事の活動状況等

技 術 ・ 家 庭 ３ ３ ４
外 国 語 ４ ４ ４

３６

保 健 体 育 ５ ４ ５

４ ４ ３
美 術 ３ ４ ３

理 科 ３ ４ ５
数 学 ４ ４ ４

４４
３

風邪３

２ ２３５ １０ 入院１０

３

２
クラブチーム（サッ
カー）の大会参加２

備考（転学の記録など） 　外国から転入した生徒についても記入してください。

２
　
各
　
教
　
科
　
の
　
学
　
習
　
の
　
記
　
録

評　　　　　　　　　　　　定 ４
 
出
欠
の
記
録

項目  出席しなければ
 ならない日数

欠席日数 欠 席 の 主 な 理 由学年

社 会

３
１ ２３５　教科

学年　 １ ２

１７３

国 語 ４ ５ ４
３

おおたに いちろう

10 日生（性別

５

平成 19 年 10 月

平成

令和

学校帯広市立帯広第十中

受
験
番
号

※
　　記入しないで
　　　　　　ください。

氏　　　　　　名 月

個 人 調 査 書

出 願 先 高 等 学 校 帯 広 大 谷 高 等 学 校 全日制課程普通科

卒    業

卒業見込
大　谷 一　郎 卒業年月 年 ３

男 ）

１
　
学
籍
の
記
録

学校名及び所在地 帯広市立帯広第十中学校　　帯広市西19条南4丁目35番1号

ふ　　り　　が　　な

㋐
の
欄
に
は
、
そ
の
学
年
の
各
教
科
の
評
定
の
合
計
を
記
入
し
て
く
だ
さ
い
。

㋑
の
欄
に
は
、
㋐
の
欄
に
記
入
し
た
数
を
第
一
・
二
学
年
に
つ
い
て
は
２
倍
し
た
数
、
第
三
学
年
に
つ
い
て
は
３
倍
し
た
数
を
記
入
し
て
く
だ
さ
い
。

㋒
の
欄
に
は
、
㋑
の
欄
に
記
入
し
た
数
の
合
計
を
記
入
し
て
く
だ
さ
い
。

記 入 例

【
推
薦
入
試
の
場
合
】

三
年
間
の
欠
席
合
計
が

日
以
上
の
場
合
は
、
別
紙
「
副
申
書
」
に
そ
の
詳
細
を
記
入
し
て
く
だ
さ
い
。

◎特に説明する事項がある場合は、別紙「副申書」に記入してください。
◎この調査書に書ききれない場合は、別紙「副申書」に記入してください。
◎ゴム印使用可

３ 

総
合
的
な
学
習
の
時
間
の
記
録 

７ 

総
合
所
見
及
び
指
導
上
参
考
と
な
る
諸
事
項 

６ 

第
３
学
年
の
行
動
の
記
録 

21



令和 年 月 日
帯広大谷高等学校
校長　小　野　　　茂　様

印

計 人

※　３学年全員の集計のみ作成してください。

人

人

５段階評定の人数

5

4

3

2

1

人

人

人

国

語

社

会

数

学

理

科

音

楽

美

術

保

健

体

育

技

術

・

家

庭

外

国

語

学校

校　長

学 習 成 績 一 覧 表



令和 年 月 日
帯広大谷高等学校
校長　小　野　　　茂　様

印

本校在籍中のつぎの生徒の欠席理由等について報告いたします。

生徒氏名：

◎　記入内容

①　推薦入学希望者で３年間の欠席合計が２１日以上の場合

②　調査書に書ききれない場合

③　特殊事情のある場合

④　※の欄は記入しない

記 載 者 氏 名

受
験
番
号

※

5

学校

副 申 書

校　長

欠 席 理 由 等

共 通



№

令和 年 月 日
帯広大谷高等学校

校長　小　野　　　茂　様

印

　本校在籍中のつぎの生徒は、専願であり心身ともに健康で、学習意欲があり、向上心

に富む生徒です。

　以上のことから、貴校への入学が適当と認められますので推薦いたします。

※　性別・志望コースを○でかこんでください。

（複数枚にわたる場合、総数を記入してください。）

人 人 人

文理　・　普通

文理　・　普通

文理　・　普通

推 薦 入 学 出 願 者 一 覧 表

計男 女

出
願
者
数

人 人 人

人 人 人

文　理

普　通

合　計

5

学校

校　長

文理　・　普通

文理　・　普通

文理　・　普通

文理　・　普通

備　考

9 男･女

10 男･女

7 男･女

男･女

8 男･女

6

5 男･女

4 男･女

3 男･女

2 文理　・　普通男･女

文理　・　普通

1 男･女

性 別 志望コース

文理　・　普通

出 願 者 氏 名№

推 薦



№

令和 年 月 日
帯広大谷高等学校

校長　小　野　　　茂　様

印

※　性別･志望コースは、それぞれいずれかを○でかこんでください。
※　付帯事項に該当する生徒については、『付帯事項該当』欄に○印をつけてください。
※　再出願者については、『再出願』欄に○印をつけてください。
※　過年度卒業生については、『過年度』欄に○印をつけてください。

（複数枚にわたる場合、総数を記入してください。）

合　計

人 人

計男 女
出
願
者
数

人 人 人

人

人 人 人

文　理

普　通

5

学校

一 般 入 学 出 願 者 一 覧 表

20 男･女 文理　･　普通

校　長

19 男･女 文理　･　普通

18 男･女 文理　･　普通

17

16 男･女 文理　･　普通

男･女 文理　･　普通

15 男･女 文理　･　普通

14 男･女 文理　･　普通

13 男･女 文理　･　普通

12 男･女 文理　･　普通

11 男･女 文理　･　普通

10 男･女 文理　･　普通

9 男･女 文理　･　普通

8 男･女 文理　･　普通

7 男･女 文理　･　普通

6 男･女 文理　･　普通

5 男･女 文理　･　普通

4 男･女 文理　･　普通

3 男･女 文理　･　普通

№ 志望コース 備　考
付帯事項

該 当
性 別

2 男･女 文理　･　普通

1 男･女 文理　･　普通

出 願 者 氏 名 再出願 過年度

一 般



令和５年度帯広大谷高等学校入学選抜試験 

特別奨学生募集要項 
１ 対象者 

  当該年度に在籍学校を卒業し、品行方正にして、かつ次の各項のいずれかに該当する生徒 

 (1) 学業成績が優秀または優良で、今後さらにその資質の向上について嘱望される生徒 

 (2) 学業成績が優良で、部活動等に優れた技能を有し、今後さらにその伸長が期待される生徒 

(3) 学業成績が優良で、家庭の経済的な事由により、学資支弁が困難であると判断される生徒 

２ 応募資格 

 (1) 学力における特別奨学生（以下のすべてに該当すること）  種別：第一種～第四種 

  ① 学業成績が特に優秀で、学習意欲があり、将来性が期待できること 

  ② 学級のリーダー的存在として活躍が期待できること 

  ③ 目的意識を持ち、大学等進学を目指していること 

(2) 部活動における特別奨学生（以下のすべてに該当すること）  種別：第一種～第五種 

 ① 基本的生活習慣・礼節が身についており、学習意欲が旺盛で、チームおよび学級のリー

ダー的存在として活躍が期待できること 

 ② 本校部活動顧問の推薦を得られていること 

 ③ 全道大会上位水準に位置し、その将来性が高く評価されていること 

３ 奨学金の種別・給費額および返還義務 

種別 給 費 額 
返還
義務 

第一種 
入学金 入学金全額に相当する額の給費 

なし 
授業料 授業料から就学支援金等（備考参照）を除いた額の給費 

第二種 

入学金 入学金から公立高校の入学金を差し引いた額の給費 

なし 
授業料 

第一種の給費額から公立高校の授業料負担額（備考参照）を

差し引いた額の給費 

第三種 
入学金 入学金の２分の１に相当する額の給費 

なし 
授業料 第一種の給費額の２分の１に相当する額の給費 

第四種 
入学金 入学金の３分の１に相当する額の給費 

なし 
授業料 第一種の給費額の３分の１に相当する額の給費 

第五種 年間５万円の給費 なし 

備考： 「高等学校等就学支援金」および「私立高等学校授業料軽減制度」について 
     公的な授業料支援制度により支援される額が違いますので、給費額が違います。 
     詳しくは入学前の「特別奨学生説明会」にて説明します。 

４ 応募受付期間 

 (1) 推薦入学  令和４年１２月１４日（水）から令和５年１月１３日（金）まで 

 (2) 一般入学  令和４年１２月１４日（水）から令和５年１月２６日（木）まで 

（裏面へ続く） 



５ 応募手続 

 (1) 「学力における特別奨学生」に応募する生徒は、Web出願時に当該欄「応募資格に該当す

るので希望します」を選択してください。 

 (2) 「部活動における特別奨学生」に応募する生徒の在籍学校長は、推薦入学出願手続きとは

別に、次の関係書類を１２月９日（金）までに提出してください。 

         ① 部活動特別奨学生推薦書        本校所定用紙 

         ② 各種大会の成績および記録       本校所定用紙 

         ③ 学業成績証明書            本校所定用紙 

６ 採用決定通知 

(1) 推薦入学 令和５年１月２５日（水）までに Web出願システムにて通知します。 

 (2) 一般入学 令和５年３月１５日（水）正午 Web出願システムにて通知します。 

７ 採用者手続 

  採用決定者は本校の指定する日時に保護者同伴のうえ来校し、誓約書の提出その他所定の手

続きを完了してください。 

８ 資格の停止 

  特別奨学生が次の項目のいずれかに該当するときは、その資格を失い奨学金の給費を停止さ

れることがあります。 

 (1) 入学後、学校内外の規律を乱し性向状態が思わしくないとき 

 (2) 学業成績が低下し、特別奨学生に適さないと判断されたとき 

 (3) 所属の部を正当な理由がなく休部、または退部したとき 

 (4) 経済的事由により特別奨学生に選考された場合、その原因となった事態が解消されたとき 

 (5) 本人が特別奨学生を辞退したとき 

 (6) 他校へ転校したとき 

 (7) その他特別奨学生として適当でないと認められたとき 

９ 入学後（在学中）の審査 

 (1) 審査結果により、種別の変更・停止の可能性があります。 

 (2) 「学力における特別奨学生」は、本校指定の模擬試験を年３回以上受験しなければなりま

せん。試験の結果を審査に用います。 

10 在学中の「特別奨学生」新規採用 

  入学時に「学力における特別奨学生」として採用されていない生徒についても、入学後の学

習成果に顕著なものがある場合「学力における特別奨学生」新規採用の可能性があります。 



令和 年 月 日

帯広大谷高等学校

校長　小　野　　　茂　様

印

　本校在籍中のつぎの生徒は、貴校入学を志望し、かつ応募資格に該当しており、

特別奨学生に適当と認められますので推薦いたします。

部活動特別奨学生推薦書

№ 応 募 者 氏 名 性別 所属部 備考

4

4 男・女

3 男・女

5 男・女

特別奨学生（部活動）

2 男・女

学校

校　長

1 男・女



令和 年 月 日

帯広大谷高等学校

校長　小　野　　　茂　様

印

印記載責任者

　団体競技における具体的役割　（ポジション等を含む）

　特記事項　（練習態度・将来性・身体・性格・生活・家庭環境等）

学校

応募者氏名 男・女 所属部

大 会 名学年

特別奨学生（部活動）

各種大会の成績および記録

4

校　長

成 績 お よ び 記 録



令和 年 月 日

帯広大谷高等学校

校長　小　野　　　茂　様

印

応募者氏名

各教科の評定 （令和４年 月現在）

評定合計 ランク

出欠の記録 （令和４年 月現在）

以上、成績および出欠統計に相違ないことを証明いたします。

特別奨学生（部活動）

×２

学校

評定の合計

合計

×２

美
術

体
育

保
健

学 業 成 績 証 明 書

家
庭

技
術

外
国
語 計

校　長

4

 出席しなければ
欠席日数 欠席の主な理由

 ならない日数

３年

２年

３年

学年

項目

１年

２年

教科
学年

国
語

社
会

１年

理
科

音
楽

数
学

×３



学校名：

発信責任者名：

　つぎの生徒の出願にかかる情報を訂正いただきますようお届けします。

受験番号： 出願者氏名：

※訂正する項目のみを記載してください。

※パスワードをかけて　info@obihiro-ohtani.ed.jp　に添付送信してください。

※パスワードはWeb出願システムと同じものにしてください。

訂正項目 訂　正　後　の　情　報

卒業時期

その他

選抜方法

出願コース

出願者氏名

出願者フリガナ

出願者生年月日

学力における
特別奨学生希望

保護者氏名

保護者フリガナ

出願者との続柄

学校

出願者情報訂正届

在籍（出身）学校

メールアドレス

現住所

電話番号

緊急連絡先

共 通



学校名：

発信責任者名：

　つぎの生徒は、貴校への入学（受験）を辞退させていただきます。

※パスワードをかけて　info@obihiro-ohtani.ed.jp　に添付送信してください。

※パスワードはWeb出願システムと同じものにしてください。

学校

入学（受験）辞退届

30

18 38

16 36

17

19

20 40

39

37

32

14 34

15 35

13 33

12

10

11 31

8 28

9 29

7 27

26

5 25

6

2

4 24

3 23

22

№ №

1 21

受験番号 受 験 者 氏 名 受験番号 受 験 者 氏 名

共 通





１　募集人数

(1) 総定員　２６０名（文理コース　７０名程度、　　普通コース　１９０名程度）

(2) 選抜試験別の内訳

推薦入学選抜試験　１００名、　　一般入学選抜試験　１６０名

２　選抜方法

 等を審査する。面接試験では、最近の世の中の出来事の感想も聞く。

 学力試験・個人調査書・面接試験の総合選抜

①  学力試験

 英語（必須） 配点１００点（５０分）

 国語（必須） 配点１００点（５０分）

 数学（必須） 配点１００点（５０分）

 ※学力試験終了後、全教科の解答例を本校ホームページで公開する。

②  面接試験

 個人面接とし、試験第１日目午後・第２日目午前・第２日目午後の

 いずれかの日程で行う。

③  判定比率

 学力試験：個人調査書（学習点）＝６：４

３　選考ライン（学習点）

(1) 推薦入学選抜試験

(2) 一般入学選抜試験

 Ｄランク以上  Ｄランク未満の場合でも次の条件に該当すればＤランクに位置づける。

 ３年間で評定「１」 ○  ３年間の国・社・数・理・英の評定平均値が４．０以上

 がないこと

 Ｇランク以上  Ｈランクの場合でも次のいずれかに該当すればＧランクに位置づける。

①  ３年間の欠席日数が１０日未満

 ３年間で評定「１」 ②  部活動で優秀な成績を残すか、将来有望との推薦があり、本校入学

 がないこと  後もその部活動を継続する意志があること。

４　副申書の提出

(1) 推薦入学選抜試験

①  個人調査書に書き切れない特別な事由がある場合には、内容を詳細に記入する。

②  ３年間の欠席日数が２１日以上ある場合には、理由を詳細に記入する。

(2) 一般入学選抜試験

①  個人調査書に書き切れない特別な事由がある場合には、内容を詳細に記入する。

普通
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普通  Ｇランク以上　　３年間で評定「１」がないこと

コース

文理

推薦入学選抜試験

一般入学選抜試験

コース 選考ライン

文理  Ｄランク以上　　３年間で評定「１」がないこと

選考ライン 付帯事項

 個人調査書・面接試験の総合選抜。個人調査書は学習点・出席状況・部活動



１　付帯事項

 Ｄランク以上  Ｄランク未満の場合でも次の条件に該当すればＤランクに位置づける。

 ３年間で評定「１」 ○  ３年間の国・社・数・理・英の評定平均値が４．０以上

 がないこと

 Ｇランク以上  Ｈランクの場合でも次のいずれかに該当すればＧランクに位置づける。

①  ３年間の欠席日数が１０日未満

 ３年間で評定「１」 ②  部活動で優秀な成績を残すか、将来有望との推薦があり、本校入学

 がないこと  後もその部活動を継続する意志があること。

２　「部活動」に関する説明

(1) 部活動の範囲は、中体連・中文連に加盟している部《外部団体（少年団等）も含める》であること。

(2) 「優秀な成績」の解釈範囲（以下の項目のいずれかに該当すること）

 各種大会の十勝大会でベスト４以上の成績を収め、レギュラー（大会規則で示されたメン

 バー）であった。

 各種大会の十勝大会でベスト８以上の成績を収めた（シングルス・ダブルスを問わない）。

 全道大会に出場し、活動の中心的役割を果たした。

 全道大会に出場・出品し、入賞した。

(3) 「将来有望」の解釈範囲（以下の項目のいずれかに該当すること）

 各種大会で十勝大会・方面別予選を含めてそのチームの中心的役割を果たし、将来の伸長

 が期待できると顧問・担任が判断できる。

 各種大会の十勝大会でベスト１６以上の成績を収め、将来の伸長が期待できると顧問・担

 任が判断できる（シングルス・ダブルスを問わない）。

 活動の中心的役割を果たし、将来の伸長が期待できると顧問・担任が判断できる。

 各種大会で入賞し、将来の伸長が期待できると顧問・担任が判断できる。

３　「３年間の欠席日数が１０日未満」の説明

(1) 病欠（入院）・家庭の事情等もこの欠席に含む。

(2) 忌引は含まない。

個人

団体

個人

体
育
系

体
育
系

団体

個人

団体

個人

文
化
系

文
化
系

団体

普通

「令和５年度　帯広大谷高等学校入学選抜試験概要」

コース

文理

一般入学選抜試験「付帯事項」説明

選考ライン 付帯事項



１　種別・給費額および返還義務

備考：「高等学校等就学支援金」および「私立高等学校授業料軽減制度」について

公的な授業料支援制度により支援される額が違いますので、給費額が違います。

詳しくは入学前の「特別奨学生説明会」にて説明します。

２　応募資格

(1) 学力における特別奨学生（以下の項目すべてを満たすこと）

①  学業成績が特に優秀で、学習意欲があり、将来性が期待できること

②  学級のリーダー的存在として活躍が期待できること

③  目的意識を持ち、大学等進学を目指していること

(2) 部活動における特別奨学生（以下の項目すべてを満たすこと）

①  基本的生活習慣・礼節が身についており、学習意欲が旺盛であること

②  チームおよび学級のリーダー的存在として活躍が期待できること

③  本校部活動顧問の推薦を得られていること

④  全道大会上位水準に位置し、その将来性が高く評価されていること

３　応募対象ランクおよび審査

(1) 推薦入学選抜試験

(2) 一般入学選抜試験

(3) 入学後（在学中）の審査

①  審査結果により、種別の変更・停止の可能性があります。

②  「学力における特別奨学生」は本校指定の模擬試験を年３回以上受験してもらい、試験の結果を

審査に用います。

（裏面に続く）

第四種 あり

Ａ・Ｂ ２７６～３１５第三種 あり

第二種 あり

種別

種別
学力における特別奨学生

評定ランク 学習点 審査

学力における特別奨学生

２８６～２９５ なし

評定ランク 学習点

Ｂ１

なし

Ｇ以上

第一種 Ａ ２９６～３１５ あり

評定ランク 学習点

１７６以上 あり第五種 Ｇ以上

１７６以上 あり

第四種 Ｂ２ ２７６～２８５ なし Ｇ以上 １７６以上 あり

第三種

部活動における特別奨学生

なし

入学金

あり

第二種 Ａ２ ２９６～３０５ なし Ｇ以上 １７６以上 あり

Ａ１ ３０６～３１５第一種 Ｆ以上 １９６以上

入学金

第二種
入学金

給　費　額
返還
義務

 入学金全額に相当する額の給費

 授業料から就学支援金等（備考参照）を除いた額の給費

 入学金から公立高校の入学金を差し引いた額の給費

入学金

授業料

第四種 なし

第五種 なし

なし

第三種

審査

 年間５万円の給費

なし

令和５年度　帯広大谷高等学校特別奨学生制度

種別

審査

授業料

 入学金の３分の１に相当する額の給費

 第一種の給費額の３分の１に相当する額の給費

第一種

 第一種の給費額から公立高校の授業料負担額（備考参照）を差し引いた額の給費

 入学金の２分の１に相当する額の給費

 第一種の給費額の２分の１に相当する額の給費授業料

授業料



４　在学中の「特別奨学生」新規採用

入学時に「学力における特別奨学生」として採用されていない生徒についても、入学後の学習成果に

 顕著なものがある場合「学力における特別奨学生」新規採用の可能性があります。

５　その他

(1) 東日本大震災で被災したと認められる生徒については「第一種特別奨学生」として採用します。

(2) 学校法人帯広大谷学園音更大谷幼稚園を卒園した生徒については、入学金の２分の１に相当する

 額の奨学金を給費（返還義務なし）します。

「学力における特別奨学生」および「部活動における特別奨学生」との併用はできません。

１　菩提樹奨学金

真宗大谷派北海道教区第十七組・第十八組（十勝管内真宗大谷派寺院）・帯広別院および趣旨に賛

 同する有志により設立された基金より、経済的に就学困難で学業等に優れた生徒に対し奨学金を給費

 （返還義務なし）します。

２　真宗大谷派「東本願寺奨学金」

真宗大谷派東本願寺より、経済的に就学困難で学業等に優れた生徒に対し奨学金を給費（返還義務

 なし）します。

いずれも入学後の手続き・審査のうえ採用を決定します。

その他奨学金制度



１　対象

推薦入学選抜試験出願者

２　対象者の条件

次の項目すべてを満たすこと

①  部活動《外部団体（少年団等）も含める》に所属していること。

②  本校入学後も部活動を継続する意志があること。

③  本校部活動顧問の推薦を得られていること。

３　手続き

本制度による別途手続きは不要。

令和５年度　帯広大谷高等学校推薦入学選抜試験

本校部活動顧問推薦制度



【推薦入学選抜試験】

出願期間

Web出願 １２月１４日（水）０時～１月１３日（金）２４時

書類提出 　１月１２日（木）～１３日（金）　９時～１６時

試験期日 　１月１８日（水）

合格内定通知 　１月２５日（水）まで

合格発表 　３月１５日（水）正午

入学手続締切日 　１月３１日（火）２４時まで

【一般入学選抜試験】

出願期間

Web出願 １２月１４日（水）０時～１月２６日（木）２４時

書類提出 　１月２０日（金）～２６日（木）　９時～１６時

関係書類提出期限

個人調査書 １月３０日（月）１６時まで

学習成績一覧表 ２月１３日（月）１６時まで

試験期日

学力試験 ２月１４日（火）

面接試験 ２月１４日（火） 午後

２月１５日（水） 午前 いずれかの日時

２月１５日（水） 午後

追試験日 ２月２４日（金）

合格発表 ３月１５日（水）正午

入学手続締切日 ３月２２日（水）２４時まで

【部活動における特別奨学生　応募】

関係書類提出期限 １２月９日（金）

部活動特別奨学生推薦書 　推薦会議日程の都合がある場合はご連絡ください。

各種大会の成績および記録

学業成績証明書

入学選抜試験　日程一覧



ー　メ　モ　ー


